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＜解答上の注意＞ 

１．この問題冊子は，この表紙を含め２枚である。 

２．配点は，５０点である。 

３．表裏に解答欄がある解答用紙は，１枚が配布されている。 

４．解答用紙の受験番号欄に受験番号を算用数字で記入し，また試験科目欄に

「公法系」と記入すること。なお，整理番号等その他の記入欄には記入しな

いこと。 

５．試験終了後，問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ること。 

６．解答の際は，黒又は青のボールペンを使用すること。 

７．六法は貸与品なので，折り曲げや書込みをしないこと。なお，書込み・汚損

等がある場合は申し出ること。 

８．試験終了後，指示があるまで席を立たないこと。 

９．その他は，すべて監督者の指示に従うこと。 
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【問題】 

 
 Ｘは，Ａ大学法学部を卒業し，Ｙ株式会社に３か月の試用期間を設けて，管理

職要員として採用された。Ｙは，試用期間満了直前，本採用を拒否する旨をＸに

通知した。本件拒否の理由は，Ｘが，大学在学中に反科学的かつ反社会的な思想

を信奉するサークルに所属していたことをＹに秘匿して，採用試験の際に提出

した身上書に虚偽記載を行い，面接試験においても自らの信条に関わる質問に

虚偽の回答をしており，Ｘには管理職要員としての適格性がないと判断された

ことにある。 
 この事例に含まれる憲法上の問題点について，参考とすべき判例や想定され

る反論を踏まえて論じなさい。 
 
 
 
 

《公法系問題 以上》 

 

【出題意図】 
 

本問は，自由権及び平等規定の私人間適用という基本的な論点について問

うことで，判例の理解を含めて，基礎的な知識及び思考力の有無を測ること

を目的としていた。 

 


